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■メジャ I とマイナ I 


- <-7 回は『ガ ロ』 から デビ ュ I さ 

れた「有^ y 豕」という 事で、 いろい 
ろと お話を伺いたい と思います。 今 現 
在『ガロ』に描かれてる若い作家の 
方々、あるいは これから投稿して漫画 
家を目指す人達にも偉大な 先輩という 
事で、##になるお話もあるのでは、 

と思います。 

矢口逆に馬鹿にしてるん じ やないの 
(笑)。「あいつら日和つ たな」とか 
言って(笑)。 

-いやそん^#はないと思います 

(笑)。例ぇば、一時「へタゥマ」と 
言われた人たちも、『ガロ』から他誌 
へ出て活躍されてる方もい ますし…0 
矢口そうね、いわゆる「へタゥ マ」 
路線というね。 

^-7 人41?の根本敬さんも以〗刖『ガ 
口』のィンタビュ I の 中で、ガロ系と 
言われる：^豕の人達だって住豕 である 
以上お金は欲しいし、たくさんの人に 
作品を見てもらいたい、 とはっきり 言 
ってます。ですから、外部から^^に 
「反 商業主義」とか レツ テルを貼られ 
ているところはありますね。 

矢口良く も 悪く も「ガロ的」という 
事が あるよう に、 そういう意味で言え 
ば絵は下手く そでも自由奔放に描いて 
L てけっこう 難解な 事を描いている 
ように見える、と。それが「ガロ的」 
という事を意味すると言える でしよう 
けど、 漫画というメディアそのものは 
非常に具で判りやすい媒体である 


はずなのに、案外上野日2心さんとか、 
存命だった頃の石子順造さんなんかが、 
白土三平論やつげ義蠢 f で 「® 芯」と 
か「唯物史観」 という 風(:論じて以来、 
傾向が定まっていったよ うに 思 うんだ 
ね。 

-^れは「ガロ！^陀羅 」 (TBS 

ブリタニヵ刊)でも池上さんが 同じよ 
うな事を書いてられましが、 そういう 
風に描かなければいけない、 

という方 

向に制約を作つたように取られた とい 
> フカ： 〇 

矢口僕なんかも『ガ ロ』 に何本か寄 
稿してますけ ども、 その例び行け 文、 
非常に「生な感情」というか、あまり 
フィクションを伴わない スト レ— 卜な 
意見とか、それが仮に饒舌的であろう 
とも、漫画の上でそれを表現できる と 
いう事の方がむしろ鮮烈な時代ではあ 
りましたからね。だから r ガ ロ』 でな 
ければ出来ないという事が意外とあ 
りましたからね。 

-^うですね、実験的な作品とか。 

制約を全くせずに自由な創作の 場であ 
る、 という 事は ありますね。 

矢口僕は今まで、自分で三〜四十人 
くらいのスタッフを採用してきたけ ど、 
弟子入りしてくる一番先に若い 人に聞 
くのは「あなたは人気漫画家に なりた 
いですか」。「人気漫画家になりたい 
んだったら、 どういう 事をすればいい 
か」 という 事を一誉取初に聞きます ね。 
その方が向上心がありますからね。 
「俺の漫画は受け入れてくれる人だけ 
受け入れてくれればいいんだ」 という 













事になると、どこか「ガロ的」という 
か、マイナーになってきます ょね。 

--創：^: S にも限られてくる、とい 

うか：〇 

矢口そうですね。そして、僕はマイ 
ナーとメジヤーの違いは何だ、という 
線引きをするょりか、メジヤ^—〇いう 
ものは生まれ落ちた時からそいつに 備 
わってたものなんじやないか、と思い 
ますね。だから僕とか 池上遼 一とかが 
いくらマイナーな作品を描いてもやっ 
ぱりメジヤーになつちやう、というか 
ね(笑)、根本にメジャ I があるんだ 
と思うのね。その証拠は白 土三 平さん 
だと思うんですね。 三 平さんというの 
は唯物史観とか持ち上げられながら描 
いているんだけれども、そんな事に 頓 
着なく一見 sf なんか 全然 目じやない、 
という調子で作品を描いているのに、 
どんどん読者の中に食い込んで行くと 
いうのは、あの人こそエンターテイナ 
—の#化である、という言い方ね。大 
衆にそっぽを向いて作品を描いてても、 
大衆はどんどんくつついて行く、とい 
う。そういうのが白土さんだと思うの 
ね。 

-を引き付けていく、と。 

矢口 それはやっぱりおそらくつげさ 
んにもあると思うのね。で相変わらず 
ガロだけでやっている、という人は根 
本的にそういうところが無いのかもし 
れないね。サービス精神だったり、 ギ 
ャグだったりなんでもいいんですけど 
ね、それはやっぱり言葉に現せない 
「サムシング」だと思いますね 


-^はり、何と言うんでしよう、 

描きたい テー マがあるとすれば、それ 
を表現者として「表現して行く」とい 
う事が大事であって、それをメジヤー 
とか マィナ^ —〇 か カ テゴラ ィズすると 
いうのは読者なり評#{豕なり、「読み 
手」が決める事ですよね。だから住豕 
がそう いう事を意識して描くのではな 
く、むしろ何か持って生まれたものが 
あるのではないか、と。 

矢口 そうです ね。 そういう ものは作 
家の中に潜在的にあるものだと思うの 
ね。テレビに出てる歌手とか俳優さん 
なんか見てても、何か無口な人間でも 
列えば(高倉)健さんなんかはすごく 
人を引き付けて引っ張って行く要素が 
ある、しかししやし やり出て一生 f 
パフォーマンスやったってさっぱり人 
を引き付けて行けない人 もいる… やっ 
ぱり何かあるんだろうね。 

- hHS 治虫さんなんかも、作品と 

かテーマで いうと 「鉄腕 アトム」に 代 
表される、 SF やエンターティメント 
的なものが有名ですが、暗いテーマの 
ものも多いんですよね。 

矢口 そうですね。僕は「アドルフに 
告 ぐ」 なんかはもう 最高 だと思うしね。 

-^れは：^豕の持って生まれた資 

質みたいなものがある、と。 

矢口と にかく手塚さんの場合はまあ 
こういう 俎上に上げては論じられない 
超ビッグな 「 SS 」 ですから何とも言 
えないんですけども、サービス精神は 
横溢して るし 作品は深いしね。ただ 
「絵」 という 面で行けば、 『ガ ロ』 で 


もいわゆる「へタウマ」と呼ばれる人 
の中にはグロテスクだつたりといぅ印 
象は否めないし、漫画家と称する人の 
中には「漫画集団」的なーコマものと 
か四コマものをやつている人達がいて、 
その人達からすれば何ておどろおどろ 
しいんだろうという事になりますよね。 
ft はそういうのもあつていいだろうと 


-はり今、『ガ ロ』 の住豕の方 

…の方たちもそうなんですけれど 
も、今先生がおっしゃったメジャーで 
すとかマィナー、といった枠組みに物 
凄く拘っているょうな気がするんです 
ね。 

矢口漫画というのは凄くストィック 
な$^であるしね、孤独であるし、粘 
りを求められる原始的手工業です 
ょね。そういう中でやっぱり『ガ ロ』 
という本が原}?|^も少ないわけだし、 
案外と気楽にやつつけられるというの 
がある意味では良さなのかも知れない 
し、ある意味では悪循環なのかも知れ 
ないね。 

-. V の辺がメジャーになれないと 

ぃうか…0 

矢口つまりね、なぜ漫画を描くか、 
という素理念があると思うのね。僕 
なんかは漫画を描いて来てこの方、漫 
画というのはユーモアとか風刺とかギ 
ヤグとか、そういつた1て自分の作品 
なんか造り上げて来てないんですよね。 
で、要するに僕は J 誓に感動を与える 
作品を造ろうという其傘姿勢があるん 


思います けど もね。土台漫画なんても 
のは、例ぇば少年漫一 r ではちょつと危 
ないくらいの頃が実は子供達に受けが 
いいんですよね。それがおさまりかえ 
つて上手になつてくると人気が無くな 
るんですよね。つまり安定しちやうん 
ですね。 


ですよ。 人間が感動するという事はど 
ういう事かというと、どういう事が美 
しい事であるか、どんな事が醜い事で 
あるか、という人間のリアリティを追 
及して行きたい訳ですよ。そうすると 
絵もやはり達者でなければ表現できな 
ぃ訳ですょ。 

- •绘 にもある 程度の リアリ ティは 

必要だ、と。 

矢口ええ。ですからより美しく、 と 
いう… 美しさを表現できるという事は 
半面醜さも表現できる訳ですよ。それ 
が絵そのものがつたなくて未孰 r て醜い 
ものであれば、いくら美しい事を 表現 
しようと S つても出^ v に自ずからネ 
1ムやキヤプションに頼らざるを得な 
いという事はあるでしようし ね。 その 
意味ではいわゆる「ガロ的」と言われ 
る「へタウマ」の人というのは絵の精 
進を怠っているか、きつい言い方だけ 
ど、漫画家にならなくたつていい人が 
しがみついていられるかな、 と 言 
える かも知れないよ、これかなりきつ 
い言い方だけれども。…僕は上京して 
きた時に、長井さんに連れられて 国分 


■絵におけるリアリティ—の必要性 


寺に一杯飲みに行こうよ、って 誘われ 
た事があるんです。昭和45年の夏のこ 
とでしたけど。その 時現れた のが 桜井 
昌一さんと亡くなった 滝 田ゆうさんで、 

竜田さんにあてつけがましく言われま 
したよ (笑)。「この頃の若い連中が 
た ii 、 it 画家にならなくてもいいよう 
な奴が？家になりたくて出てくる」 

と。暗に僕は自分が批判されたように 
感じて、決して居心地のいい酒席では 
なかったけれども、いたく僕はその言 
葉が心に残りましたよ。 

-8 g 田さんにすれば矢口さんがこ 

うだ、という 意味では無かったでしよ 
う0 

矢口そうそう、僕がそうだ、という 
んじやないでしようけど、ちようど僕 
は銀行辞めて出てきたばかりでした力 
ら、そういう事を痛烈に言われたよう 
な気がしてね。やっぱりこの道でしっ 
かりやつていくためには、漫画家とし 
て当然あの人はなってもいい人だった 
んビな、という事を他に知らしめたい 
んだ、とい，2丸持ちはありましたよね_ 

-の滝田さんの言葉に よって、 

それは一種心の中で絵というものへの 
認識が出来たという…。 

矢 口そう ですね、あの人は そういう 
拘りが強くあった訳ですね。滝田さん 
は田河水泡さんのところへ弟子入りし 
て便所掃除しながら修行を積んで今日 
あるんだ、 とい， 2丸持ちがあつたと思 
うんだよね。それが何も®®のマの字 
も判らない ような 奴等が出てきて、 そ 
れを出版社の方でもちやほやして、と 


いうのがあつたろうしね。 

-1古労を知らない、という力。 

矢口ぇぇ。でもね、その時の滝田さ 
んは保守にまわつてたんだな。若い描 
き手に対するちよつとした… 

_^ 代時代にそれは漫画家に限ら 一 

ずあるものですよね。ちよつとこう押 
さえとこう、といような 
矢口そう ですね。で、それは今歴史 
は繰り S されるというか、自分が今日 
こうしてある程度名を成したという状 
態になつて、今の若い連中がた、とつ 
いぞ言つてしまいたくなる事があるん 
だ tt れども、僕もかつてはそうだつた 

■池上遼 I さんの事 

矢口池上君てのは自分のポジション 
を非常にしつかり判つている人ですよ 
ね〇大友達とは言わないけれど、僕は 
あの人が 水木 プロにいて、 水 i 生の 
下で コリコリ やつてる時に 水木 プロを 
訪ねて会つてますし、その後「少年キ 
ング」に「追跡者」という連載を隻 
先さんの_で始めた時も彼の アパー 
卜を訪ねてます。その後は「月刊少年 
マガジン」で「スパィダーマン」とい 
うのをやり始めた頃にも訪問して、そ 
れで僕は「銀行辞めて漫画家になつた 
んだ」という話をしたんです からね。 

彼の方は少し早くデビユーして、僕よ 
り 年下なんですけども、そういう意味 
では 也 上君とは何か通じるものはある 
んですよね。同じ時期ですしね。 

-^はりお二人とも純粋に 『ガ 


んだ ょ、 とね。はなはだ未孰?、®® 
家に ならなくても 良かつたのに、と見 
られた時期だつてあつたんだから、そ 
こから どれだけ努力して自分の作品世 
界を築き上げ、絵を i して行くとい 
うかね、やはり漫画と言ぇども絵は上 
手いに越した事ない訳だし、搐に残 
つていく作品を発表し続けて行くとい 
う事はただ時代の流れに乗1ただけで 
は 駄目 だという事を誰でも解つている 
はずなんだけれどもね。 

-^でも やはり目先の事に追われる 

\も 多い、という事でしようね0 


口』 からデビユーして有名になられた 
という事もありますしね 
矢口そうですね、純粋な意味では僕 
と池上君だけでしょう。他にも永島慎 
二さんとか、やまだ紫さんとかもいる 
けどもデビユーは他ですからね。池上 
甘 n と僕とではタィプが違いますけれど 
もね、彼の場合は絵が大きな魅力でし 
ょ、ストーリーは1^:付きだけれども 
その分絵を_して、デティールには 
疑るし、魅力あるキヤラクターを作つ 
てますよと。 

- -^でも凄ぃ人気で、評価も高 

ぃですょね。 

矢口そう ですょ、彼は今台湾や香港 
とかでも大変な人気者ですょ。あんな 
上手ぃ奴ぃなぃょね。 

_「フリーマン」はアメリカでも 


翻訳されて人気ですし。 

矢口 僕は構図とか、ドラマ全体を演 
出していく力量という点で行けば疑問 
はあるけれども、人物の魅力は抜群だ 
しね、デッサンカは素晴らしいしね。 

■「カムイ伝」の衝撃 

-お話戻るようですけれども、幼 

少の頃から漫画家を目指してられたそ 
うです力 

矢口小学校の頃は漫画家になるのが 
夢だったし、中学の頃は将来の職業希 
望は「漫画家」つて堂々と書いてまし 
たからね。 

-の当時としては珍しかつたん 

じ やないですか。 

矢口もう あたりでは僕一人でしたね。 

まだ漫画家というものを、職業として € 
成り立つものとして見てないし、誰も 
咱手にしてくれない、というかね。少 
なくとも漫画家というものが男子一生 
の仕事としてステータスの ある ものと 
は世間一般が受け止めてはいなかった 
という事ですね。それで漫画家やつて 
る 人たちは自分の自画像なんか描くと、 
つぎはぎだらけの服きて裸電球の下で 
蜜^^ひっくり返してシコシコ描-^て 
いる、 というような^ V したからね 
(笑)。娘ビって嫁になんかやりたく 
ない、つていう世の中だったでしよう0 
そんな中で手塚治虫さんなんかは凄い 
…言ってみれば「知識人」だよね、世 
間的にも「医_土」というバリコー 
を持った人が漫画家として出てきた訳 
だからね。漫画家というものが職業と. 








■ r カロ J 6 9 年 4 月号入選作となつた 
「11$^考」〇 


れる事になつてたんで、「とにかくこ 
れを持って出版社回りしてきなさい、 
紹介状持って」って言われてね。あの 
神田神像町の『航空ファン』の二階に 
あった当時だょ。 

-^ずらん通りの。 

矢口そぅ、すずらん通り。で、それ 
を頂いて、一番近くにあったのが小学 
館だった。 

-ぐ目のですもんね。 


自分の机の中から名刺入れを引っ張り 
出して、今まで取り交わした名刺の中 
で出版社_の_長、副編集長クラ 
スの名剌を全部出して、「私がこれか 
ら自分の名刺の裏に紹介状を書きまし 
ょう」 つて。その^^ はちょうど 『ガ 
口』 に掲載される最後の作品になるマ 
タギをテ I マにした「みなぐ ろ」とい 
う熊 撃ち 獵師の話を描いて持って来て 
たんで、その作品は『ガ ロ』 に掲載さ 


と田 J うしね 

-^の占 r で、70年に銀行を退社 さ 

れたそうなんですけど、先程長井さん 
に飲みに誘われたとおつしやつてまし 
たが、やはり当時自分は漫画家として 
銀行を退社してやつて行こうかどうか、 
という 逡巡があつたと思うんでよね0 
その時は長井さんに相談されたりとい 
う事があったんですよね。 

矢口長井さんだけが 頼り！… だから 
長井さんという人と二年くらい前から 
知り合いにならなければ…というか、 
それは当然私が「長持唄考」で入選し 
て『ガ ロ』 に初めて掲載されたという 
経緯があつての事なんだけれども、こ 
ういう事にならなかつた。僕には¥足 
に従兄弟がいまして、アパ I 卜借りて 
もらってその近くに住んでいたんです 
が、そこに落ち着いてすぐに長井さん 
ご夫妻を招侍して、従兄弟のうちが割 
烹をやつてましたからね、まあそこで 
一杯やつてお話したという事がありま 
したね。…でも$は長井さんは、僕 
が銀行を退職する前に相談されたら大 
反対した、というのが長井さんの後か 
らの話でしたけど、その当時編集をし 
ていたのが高野さん、高野さんは「止 
めた方がいいですよ」という話をする 
わけですよね。で「こいつ、人の事だ 
と思つ て」 というのがありましたよね 
(笑)。こつちはなりたい一心で出て 
きた訳ですから。で長井さんは「もう 
辞めてきました」つて言つたら「え 
つ！？」つてびつくりしてね、「それじ 
やあ明日から困る ね」 つて言つて。で 


して成立するという事を証明してみせ 
た訳だし、やがて^ t 番付にも載って 
行く訳だし、そうして昭和30年代の 
「トキワ荘」のメンバーが手塚先生の 
業績を慕ってどんどん漫画家になって 
きた、というのが一つの時代だった訳 
ですょね。そのは銀行に入って… 
まわりの賛成なんか得られる時代じや 
なかったですからね。山ン中の事でも 
あつたし。そんなに両親の反対を押し 
切つてどうのこうの、という アクシヨ 
ンは起こせない時代ですからね、銀行 
に入つてしばらく漫画と絶縁 i 心が八 
年くらい続いたのかな。で、昭和40年 
くらいでしたか、41.2年くらいでし 
たかね、.1! カロ』 が創刊された間もな 
い頃の5 月 号ですか、初めて 『カムィ 
伝』 とぶつかってね。 まあ〜 頭を カ チ 
割られるょうな衝感じましてね、 

漫_でこんな表現が出来るのか、 とい 
うね。それが最初でしたね。そしたら 
その後間もなく小学館から「忍者武芸 
帳」が再版されて、コダマプレスでは 
白土三平の単行本がいろいろ刊行され 
るにあたって、も^ m 土三平無ければ 
夜も昼も明けない という 時代が続いて、 
で初めて子供の頃僕は漫画家になりた 
いと 言って 手^ s 虫に憧れた時代もあ 
ったし、にわかに ケント紙と墨汁を買 
って来て毎描き始めてね。だか 
ら そういう 意味で言ぇば「白土三平」 
『ガ ロ』 というものとの 出会いがなか 
ったら まあ 僕はこんなに人生狂わせた 
事も無かったと思うけれどもね(笑) 0 
今頃は銀行でどっかの支店長やってた 












r カロ J 70 f 月 oW 載の「みなぐろ」 
メジャ—デビユ—のきつかけとなる。 


矢口で、小学館の当時の編集長を紹 
介してもらって、「みなぐ ろ」 を持つ 
て行ったら「あなたは…」って(寒、 
僕は銀行の名剌だったから。退職願い 
が受理されて退職日が決まるまでの間 
に何とかして次の職を探さないと、と 
いぅ時だったからね。編集長は「あな 
たはこれからいろんな出版社を回ろぅ 
と思つているんで しよう」 と。「ええ、 
かくかくこういう訳で銀行を辞めて 
漫画家になろうと思つて出てきた訳で 


すからそのつもりです」と一言*フ-^「じ 
ゃあ、行かないでください」。「あな 
たにはひよつとしたら大きい連載物を 
起こして貰う可能性があるのでね、ち 
よつと行くのを待つてくれ」と。で、 
「この作品を貸してください、明日漫 
画に詳しい若手の編集者が来ますか 
ら」と言うんですよ。「そいつにも読 
ませたい」と。それが、現「ビッグコ 
ミックスピリッツ」編集長の白#®也 
氏ですよ。その若手が。で、そこです 
ぐ僕はどこへも回らずにすぐに田舎に 
帰ったら、間もなく副編集長、今部長 
やつてる田中一喜さんという人が飛行 
機で僕のところへやつて来て、来月か 
ら新 S 載を起こしてもらうのでキヤラ 
クターを作つておいてくれないか、早 
く上京してくれないか、という事でわ 
ざわざ来たんですよね。そんな事で私 
はスタートするんですけどね…。だか 
ら^4^11に長井さんという人は大変な人 
物なんだなあ、と後々でも思いました 
よね。長井さんが居なかったら今日僕 
はこんなところに座つていなかつたよ 
ねぇ。 


I 人生を狂わせた「出会い」 


-並みですけど も、今現在は そ 

ぅいぅ 事で漫画家になられて、良かつ 
たと お考ぇですか。 

矢口 そり やあ 良かつたか悪力つた力 
というのは 死ぬ前の日に決めるもんで 
すから (笑)あれですけど、今現在で 
言えば 僕は子供の頃の夢を{一 W 1 に実現 
しながら 進んでる訳で、 これは 男冥利 


に泛、きる事はあるよね。しかもある程 
芰のレベルを持って…あれからもぅ22 
年ですよ。22年間とにかく一心不乱で 
漫画を描いてきて人様にもある程度名 
前を覚えてもらえましたしね、絵を見 
ればこれは矢口高雄の絵だ、と判られ 
るまでにやって来れたのはね、我なが 
ら「凄いな」と思ぅね(笑)。 







-を実現させたんですもんね…〇 

でもそこに至るまでにはやはりいろい 
ろな 苦労があった訳ですよね。 

矢口でも悪い事でもね、色々な人と 
の出会いがありね、その時々どう感じ 
てきたかという事で今日ある訳だから、 
凄く自分にとってマィナスな人であっ 
ても、実はその人の作用で今日ある訳 
だからね。例ぇば僕は§は r ガ ロ』 

に作品を二、三本発表した時は漫画家 
になろうとは思わなかったのね。だっ 
て当は29歳ですよ。銀§めたの 
が30歳で、もうすぐ 31 歳になるという 
時に銀行を退職願い出した訳ですから0 
どうして銀行辞めたかというと、凄く 
若くして支店長になった支店長が私の 
上司だったわけ。その支店長が每朝必 
ず朝礼を行うわけ。で、その朝礼の時 
に三分間スピ I チといって、毎朝違う 
人が代わり番こに三分間づつスピーチ 
を行うというのがその支店長が、もう 
若くして支店長になったものだからは 
つらつとしてそういう 運、 営をしてた の。 
そこへ i ボン、と i していつたの。 
それで、僕に第一回目の番が回ってき 
たんですよね。その^^は漫画につい 
てお話したのね。そして、実は初入選 
した「長持唄考」が載ってる r ガ ロ』 

の4 月 号を当直室に 一冊今日持って来 
ましたので、暇な昼休み 中と か何とか 
に是非読んで、ご感想とか伺ぇれば、 
というよう な話をした訳ですよ。 以上、 
自己 PR までに、 と。そしたらその 支 
店長がその後すぐ講評するんですよ。 
三分間スピーチに ついて。 生意気な支 


店長だね一 ( 笑)。何だと思ってんだ、 
俺より年が四つ か 五つしか離れてない 
のに何だこいつは、と。で、その支店 
長が 「< lr のスピ—チは、 とにかくここ 
に1してきて初めてのスピーチだか 
ら、まあ自己 PR という 占 f では許しま 
しよう、 と。しかしここは 銀行と いう 
業務を通じて集まっているので、銀行 
に_のない話は するな！」 と。 

-の 一 則で、自分より数歳しか離 

れてないような人に…。 

矢口そういう事だったわけ。で、そ 
の時すでに生意気な野郎だと思われた 
んでしようね、仕事が出来た、という 
事もあるし。で、いっぱしの議論を交 
わしてもそれなりに出来るもんだから、 
事あるごとにその支店長には押さえ付 
けられてね。というのを、約一年間僕 
はその支店長と一緒になるんだけれど 
も、その支店長がある時こう言った。 
「君は確かに漫画は上手いけれども、 
しよせんプロになれるわけでもないし 
ね、そんな事してると銀行で偉くなれ 
ないよ」と言つて、それまで才 I 71/5 
で来てた私の勤務評定が一気に2に落 
とされたのね。「漫画なんて描いてる 
ようでは、ま^ M 人目にはうまく見え 
てもしよせんプロにはなれないんだか 
ら、そん^#にうつつをぬかしてると 
ろくなもんにならん よ」 と。で、私は 
その席で、「支店長、人を甘く見るの 
もいい加減にしろよ、そんなもんじや 
ないだろう。じやなつてやろうじやな 
いの、勝負するかこの野郎」つて言つ 
て次の日に辞表ポン、て出したの。だ 


から考ぇてみれば その 支店長が居な け 
れば僕は家にならなかつたかも知 
れないよ。持ち上げて「君は出来る」 
とかなんていう支店長だつ たら 僕は今 
頃ぐ うたら な銀(订貝やつてたか もしれ 
ない。 

-^ういう節目節目の人物が…。 

矢口でその支店長は 僕と 決定的な対 
決をしたけれども、後で見直したよ。 
僕がデビユーして、そのデビユ I 作を 
賤態無礼に送つてやつたの。 そしたら 
一.^ I 取初に「デビユ I おめでとうござ 
います」つて手紙が来た。 

-^はり、自分の心に何か…。 

矢口心が痛んでた事があるんだよな 
あ。「勝負するか」まで言つたんだか 
ら〇 

-^負に勝つた訳ですもんね。 

矢口で、その後銀行に呼ばれて行く 
と空港に赤純毯敷いてね、銀行の頭取 


から§から重役が出迎えてね、 こつ 
ちはサンダル 履きに よれよれのジーパ 
ン、という格好でぺタ ベタと 降りてい 
くと、里一塗りの車に乗り込んでい / \LC 
いう待遇を受ける訳ですよ。で、銀行 
でも食堂で重役たちが「先生、今日は 
私 どもと 会食し ましよう」 なんて言う 
ところにその支店長が端つ この 方でこ 
つちチラチラ見ながら^{つてる、全 
然声もかけられない、という時代が暫 
く 続きましたよね。 だから僕も「その 
節は お世話になりました」 ぐらい声か 
ければ良かったんですけどね、その頃 
は iWT で何も言えないままだつたんで 
申し訳無かつたと思つ てますけど もね0 
でも僕は彼との出会いがなければ やっ 
ぱり人生を百八十度変える事にならな 
かつたかも知れないな、 と 感謝して ま 
すよね。 


■「悪名は無名に勝る」 


矢口だから銀行内にはそぅいぅ人が 
いた、で頼る相手としては従兄弟がい 
たけれども長井さんが唯一頼る相手で、 
そんな訳で初めての連載の^®が来た 
時はなにしろ僕は三力月に一本、半年 
に一本ぐらいで仕事の合間に時間かけ 
ながら漫画描いてたところへ、それが 
いきなり週刊誌の連載なんて さあ 
(笑)、やれるとは思わないの俺。と 
てもやれ そ，フ にない。何とかして月刊 
誌あたりで緩やかに描かせて貰う事は 
出来ないたろう力、つて^^が 決まつ 
た時に長井さんに相談に行つたわけ。 


長井さんに怒られたよ。「何を言って 
るのお1刖は」つて。 

-一喝された。 

矢口うん。「連載を貰いたくて アッ 
プアップしてる®豕が世の中にゴマン 
といるんだよ。それを何だい。死に物 
狂いで頑張るしかないじやないの」つ 
て。で、その時の®^を書く相手が梶 
原一騎さんだったの。その頃から_ 
一騎さんというのは ある 意味では素晴 
らしい作品、人気作を発表していたけ 
れども、評判の宜しくない人な訳です 
よね。 「俺 ああいうヤクザっぽい ドラ 


❿ 



マ好きじやないし、美しいとも思わな 
いし 描きたいとも思わないよ」つて言 
つたら また 怒られた よ、 長井さんに。 
「何 言つてるんだ、あなたは無名なん 
だよ。かたや悪名だけれども、高名な 
んだよ。悪名というのは無名より勝る 
んだよ」つて。…「悪名は無名(:勝 
る」、この言葉を俺はず一つと胸に抱 
きながら描いて来たよ。 

- H 右の銘という。 

矢口 そうですね。長井さんの名言だ 
よあれは。 

-^るほど . さて、ご自身の作 

品のテー マというと、 先程おつしやつ 
た「なにが美しく、なにが醜いか」と 
いう 事で しよう か。 

矢口うん、 「人間の リアリティ I 」 
という 事だね。 その 中で も 人間の美し 
さという 事は どういう 事か、醜い とい 
う 事は どういう 事か。 どういう 事が誤 
りで あつてどういう 事が正しい事で あ 
るか。 そうい*フ 事を テーマに^ J て、そ 
して舞台としては自然をテーマとして 


ひたすら作品を描き続けてきましたょ 
ね。 

-^れは一誉取初『ガロ』(:数本 

描かれてた頃から変わらない一貫した 
テーマですょね。 

矢口 変わらないテ I マであり、特に 
百姓のドラマなんてのは僕の終生の、 
ラィ フワークと言えるかも知れないね。 
そういう頑固さというものが矢口高雄 
の持ち味でありトレ—ドマークであり 
ね、 そこんところへはまつたら だれに 
も負けない、という超一流のと ころを 
歩んでるんじやないかしら。だから僕 
はあんまり守囲を広げるという必 
要性は感じないし、 また 描けと言われ 
ても描けないのかも知れないしね。 

- M 分がこうだ、と思つて追及し 

ているテーマだつたら誰にも負けない、 
という 自負を持つてらつしやる、と。 
矢口 もっと具体的に言えば木の葉つ 
ぱや草を一本一本描いて行ったらだれ 
にも負けない という 事はあるわけよ。 


はね、編集部の編：#^針だとかいろい 
ろあるけれども、「水を得た魚」と言 
>フよ>フに、水が合う、合わないとい*フ 
のがあるんだな。社風というか編集部 
気質というのがあるんだね。池上君と 
はまるで正反対でしよ。恐らく他の漫 
画家でもあると 田心うよ。どこそこで描 


矢口 あとは『ガ ロ』 では…僕は長井 
さんの好意でああやってデビユーさせ 
て貰った訳ですが、あんまり『ガ ロ』 

に顔を出す事は無かったですょね。で 
も小学館に出掛けることは多かつたん 
で、その折に寄る事は多かったね。そ 
の時は もう 材木屋の二階にあったのか k 
な、で辰巳ヨシヒロさんと平さん 
と会つてね。それで_が激論するの 
を傍らで見ていたのを覚えてます。や 
っぱりそういう中で行けば、楠さんて 
のはマイナーだったんだね。物の考え 
方から何からね。…惜しい人を亡くし 
た、と言えばそれまでなんだけれども、 
あの人のキャパシティ I だったのかも 
.しれないね。勝又さんとも随分お話し 

たことはあります ね。 あとは . 

-つげ義春さんとはどうですか。 

矢口 水_生のところへ遊びに行っ 
た時にたまたまつげさんが手伝いに来 
てて、でも何かあまりお話らしいお話 
をした事は無くて…。ただ一つだけス 
クリーントーンの擦りつけ方を教えて 
くれましたょ(笑)。 

-つげさんから(笑)。それは凄 

いですねえ。 


くとぅまくい くんだ けれどもこつち で 
やると駄目になる、とかね。®^一騎 
氏なんかも「少年サンデー」ではろく 
な作品書いてないもんね。講談社で圧 
倒的に やる 訳でしよ。 小 池一夫氏なん 
かもその 傾向は あるし ね。 


矢口 「ヤクルトの 瓶が いいんですよ」、 
って。昔小っちやい瓶あったでしよ、 
ガラス 瓶。 あれのケツでこうやって 
「もっと強く擦って擦っ て」、 って。 
「黒い下の主線が出てくるように擦る 
んですよ」なんてね。僕はスク リーン 
トーンのやり方を知らなかった訳ね。 
ただ切って、下に 臘が ついてるもんだ 
から何となくこうやって被せればくっ 
つくと思つてたのね。だからアフアフ 
して ま~ ^たよ。それを「こうやつてや 
るんだ」って僕の原稿を持って きて 全 
部やってくれたの(笑)。 

——一^れは凄いですねぇ。 

矢 口 あと僕がプロとして恵まれたス 
タートを切れた、というのは、銀行員 
時代から 当時漫画塞心望の高校生 三人 
が土日といぇば徹夜で 手伝って くれた 
からですね。三人とも女 Hf と同時に佐 
藤 まさあきさんところで プロになり ま 
したから。そのうちの一人、チ^ — フや 
ってた人間が後で僕がプロとしてデビ 
ユ ー する時に 二年間手伝つ てくれまし 
た。期日までにどういったぺースで原 
稿を 描いていけばいいか 全部 把握して 
ましたから、それは もう 助かりました 


■水の合5出版社を 

矢口 僕は長井さんの好意で小学館で 
デビユーして小学館で一杯地にまみれ 
ながら「アクション」に移り、それで 
「アクション」で「釣りバカたち」と 
いぅのを描いたのを切っ掛けに講談社 
に 迎えられる、 そして開花す る。…漫 
画家つてのは水が合う出版社と合わな 
い出版社があるの。その両極端が俺と 
池上遼 一だろう。 池上遼 一は、デビュ 
1は「少年キング」だったけれども、 


当初講談社から圧倒的に作品を発表し 
てるのね。いろいろ描くんだけれども、 
講談社でヒットしたものは無いの。と 
ころが「少年サンデー」に迎えられて 
「男組」、後はもぅ圧倒的に小学館で 
ヒットし続けたでしょぅ。逆に僕は 
「少年サンデー」でデビューしたけれ 
ども、ヒット作は一つも無くて、講談 
社の「少年マガジン」に移ってから 
「釣りキチ三平」の大ヒットだ。これ 


■つげさんが卜—ンを貼ってくれた 


❿ 





- < r 矢ロ プロと してスタッフ抱え 

てやられてる事にも随分生かされたと 
い >フか。 

矢口そう ですね、 彼のノウハウとい 
うものでやつてきてますよ ね。 

- ^ とスクリーント I ン はつげ さ 

んのノウハウで(笑)。 

矢口 (笑)そうね、今は材質も随分 
変わってきたけれども。…でもね、池 
上君が水木さん ところで 手伝つてた時 
にね、あの占 ffi をやってるの見た時は 
驚ぃた。僕は田舎であの点描は印刷物 
で知つてたけれども、ペンを何本か束 
ねてやつて ると ばつかり思つてたら、 
一本で一つづつやってるの見た時は驚 
ぃたね義。 

-^木さんのところにはよく行か 

れたんですか。 

矢口よくは行かなかったですね。本 
当は白土さんのところへ行きたかつた 
んですが、回りが「あの人は会ってく 
れないよ」 と言う もんですから。で、 
長井さんは気安さもあつてか水木さん 
を紹介してくれた訳でね。菓子折り持 
つて調布の畑の中まで歩いて行きまし 
たよ。池上君が居て、つげさんも居て 
…他に何人かスタッフが居たね。何も 
描いてない ところに 池上君がバック入 
れてくわけ。「先生の許しの得ずに入 
れてつていいんですか」と聞いたら 
「ええ、判つてますから、どんどん入 
れてくんです」つて。 アタリ も付いて 
ないんだよね。あれは新鮮な驚きだつ 
たね奚)。それまで漫画つてのは速 


く描くもんだと思ってたから、点々を 
一個一個打ってくの見たら「ああ、漫 
画ってのはじっくり描くもんなんだな、 
俺が今まで描いてたのは略画だったん 
だな」と思いましたね。それが昭和44 
年くらいだつたかねえ。その一年後に 
銀行を辞める事になるんだけれども。 
その時は「鬼太郎」の「吸血鬼エリー 
卜の巻」を描いてたんですよね。そこ 
で_が描いてるのを一時間くらい見 
てましてね、「あ、漫画つてこうやつ 
て描くんだ」って判りましたね(笑)。 
それまでは「自己流」だったから。だ 
から帰ってから泥鰌を一匹すくって来 
て洗面器に入れて、それを描いて、そ 
れに泥鰌の_を点々打って描いてみ 
たんですよ。そしたら何と！水木プロ 
のような絵が出来ましたよ(笑)。そ 
れ以信になつたのを覚えてますよ 
ね。水木先生には絵も褒めて貰って、 
これは勇気づけられましたよ。 

-1取初に漫画としてのメジヤー • 

マィナーという 点でお話いただきまし 
たが、絵に関しては、天賦のものはあ 
る程度ある、 という 風にお考えですか。 
矢口絵は描けば上手になるんですね。 
しかし 決{疋的に違うのは、センスがあ 
るかないかなんだな。この所は 18 でも 
20 でも 30 でもセンスってのはキヤパシ 
ティーは同じだね。センスは磨けば光 
輝くものだけれども、磨かなければ石 
ころ同然。しかし、無いものは無いん 
だょね。 

- B こうに も磨くものが無いと。 

矢口普通の鈍足の人が百 m を12秒く 


らいまで上げる事はトレーニングで可 
能 だと 思う。12秒か13秒くらいまで速 
くす るつ てことは 可能ね、絵つてのは 
そういう もの だと 思う。でも 10 秒フラ 
ット というのはセンスと か才能が無い 
事には絶対できないものでしょう。そ 
れと 似て ますょ ね。だから その 点でい 
えば漫画的 センスと か、ドラマ造りと 
かテーマ性を掲げる事については『ガ 
口的：& {豕』の 人達は持って るの かも知 
れないけど、絵を磨いて人を驚かせて 
やろうと い >2 s 概 には欠けてるんじや 


ないですかね。そういうところで「ど 
うだいてめえ俺はこれだけ描いたぞ」 
と言えるのは花輪和一さんかな、あの 
人はざまあみやがれ、という絵をいつ 
だって描きますよね。ああいう人がい 
ない。あるいは谷弘兒みたいな、西洋 
のエッチングを思わせるようなスタィ 
ルで、決して上手くはなかったけど徹 
してたよね。また永島慎二さんなんて 
のは上手くてね。上手くて横着なのね 

義〇 







■長井さんは漫画界の「名伯楽」 

-^6た月並みなんですけど、矢口 からデビユーした、って言うんだから 

先生にとって『ガ ロ』 というのは何だ へ笑ゾ。 

ったんだろう、という事を . 。 -ういった意味で言えば、すご 

矢口 素晴らしい本だったという事は く分かりやすいのかもしれないですね 
言えますよね。少なくとも「カムイ伝 『 COM 』 はメジヤ I 、『ガ ロ』 はマ 
が連載されてた当時という事でいえば、 ィナーという図式…それが正しいか間 
凄い人 ばかり描いてたよね。つげ 義春 違ってるかは別として、明確な図式で 
あり 水木 しげるあり、 滝田 ゆうさんあ はありますよね。 

り、あるいは 篇平 さんだったり、勝 矢口非常に分かりやすいですよね 0 
又進さんだったり、 同時 期に 林 静一さ 『ガ ロ』 はとにかく 原稿料が 出せない 
んとか 佐々木 マキさんが出て来るんだ 訳 だから。出た とこ 勝負というか、 長 
けれども、逆に言えばあの人た ちが 出 井さんが「これいい」高野さんが「こ. 
てきてから『ガ ロ』 というものが、変 れ載せよう」、あるいは伸坊が「これ 
革というか® 一一と いうメディアがどん いい」 って言ったものをうまく載っけ 
どんヌ I ベルバーグじ やないけど、 シ ていった 訳 だよね。どおくまんみたい 
ユー ル レアリズム的な変革を していく なのもあった訳だから。 

んじやないで しよう かね。でもそこが -うなんですよね。ど おくまん 

「ガロ的」だった訳ですよね。 も『ガ ロ』 でデビユーしてるんですよ 
-^ういう表現まで許容してしま ね。 

うというと ころが…。 矢口 やはりキラッ 、と 光るものを見 
矢口そう ですね。だから一方では 抜く目が長井さんにはあったと いう 事 
『 COM 』 という ものがあったわけで、 だよね。「伯楽」だよね。 

『 COM 』 はあくまでも手塚色が濃か - -「漫画界の名：5^」という隹一 

った訳で、手塚さんは「私の色なんか の存在、ですよね。 

濃くしてない よ」 って言うかも知れな 矢 口そうですね、もう他には無いで 
いけれどもさあ、やっぱりメジヤーな すよね。要するに 大資本を バックにね 
路線の作品群が 多かった 訳でね。 その 人が 見付けた やっを開花 させた人って 
中からは 岡田史 子だったり 青柳裕介だ のは 一杯い ますよ。小学館でも 集英社 
ったり 長谷川法 世なんかがデビ ユ ー し でも 講談社で もね。そういう点では 
てく 訳 だけれども、 『 COM 』 ってい 『ガ ロ』 ってのはいつも 臭い飯 ばっか 
うのは多分に 仕込み もありましたよね。 り 食っ てきたという面はありますよね 0 
仕組んだ デビ ユー のさせ 方を したとい せっかく見付けたのにいいものは どん 
うか。だって 松 森正だつて 『 COM 』 どんどんどんよその 出版社が高い原稿 


料で 取つて行く、という。しかし僕と 寝泊まりしたつていい、つてな風な人 
池 上 君はそうは思ってないです。僕ら はいくら 『ガ ロ』 で描いてたっていい 
は。長井さんも、 t が女房子供が居て んですょ。 

30過ぎてから 銀行 退職して来た、とい - K {子 通り「無頼派」なわけ で…。 

う人なので、この人には生活基盤を与 矢口そうです ね。 でもそういう人達 
えなくてはならないし、 『ガ ロ』 では だつて結婚して 妻子が できたらやつぱ 
生活は出来ないので長井さん自らが僕 り売れる漫画を描いて、独立した生計 
をそうやつて食えるところへ出して く が営めるょうになつて欲しい、と長井 
れた、という事な訳で ね。 だから僕は さんだって 思っ てる 訳だ。 ただやっぱ 
『ガ ロ』 から日和って 移っ たんではな り 『ガ ロ』 の習性が 身に着いて行くと 
くてね、そこのところは非常に長井さ 描けなくなるのか、あるいは土台身に 
んの 度量の 大きさというものに感謝す 着いているのか判らないけれども、描 
る わけ。 けるんだつたら描いて みれば いいのに 
-^井さんは個人の「生活」とい ね(笑)。 

うものを日常から言う人で、「端から -^はりそこには天賦のものがあ 

こういうものを描いたらとか、漫画一 るのかも知れないですけども…。今日 
本で やれと か、 そういう 事は いくらで はお忙しい- 5-^ にどうもありがとお 
も言えるけれども、そいつの人生に最 うございました。 


後の最後まで責任持てるか」と。 ■収録19 92年 CO 月5日 
矢口だから鈴木翁二君とかね、安部 自由ヶ丘の ご 自宅にて 
慎一君とかね、 ョタ つて独身で どこで ■文資 編集部 



⑩ 





